
教
授
に
決
ま
っ
た
。

講
師
の
承
諾
を
得
る
と
次
は
宣
伝
で
あ
る
。
市
の

広
報
へ
の
掲
載
を
依
頼
す
る
。
各
種
集
会
や
駅
頭
で

の
チ
ラ
シ
配
布
、
新
聞
の
地
方
版
へ
の
掲
載
依
頼
な

ど
手
分
け
し
て
行
な
う
。
各
公
民
館
を
は
じ
め
公
共

施
設
や
ス
ー
パ
ー
ヘ
も
チ
ラ
シ
を
配
置
す
る
。
ま
た

前
回
の
参
加
者
に
チ
ラ
シ
と
お
誘
い
の
手
紙
を
送
る
。

こ
れ
は
い
つ
も
効
果
的
で
あ
る
。
「
つ
ど
い
」
は
入

場
無
料
で
費
用
は
カ
ン
パ
に
頼
る
。
近
年
は
藤
枝
市

非
核
平
和
推
進
事
業
費
か
ら
補
助
金
も
出
て
助
か
っ

て
い
る
。

＊
今
年
は
９
条
の
会
と
共
催

昨
年
末
の
総
選
挙
で
改
憲
勢
力
の
議
席
が
急
増
し
、

多
く
の
人
が
危
機
感
を
抱
く
。
藤
枝
市
内
に
は
９
条

の
会
が
８
つ
あ
っ
た
が
活
動
休
止
中
の
も
の
も
多
い
。

メ
ン
バ
ー
が
反
原
発
運
動
に
集
中
し
た
り
民
主
党

政
権
で
油
断
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の

地
元
の
９
条
の
会
と
共
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
９

条
の
会
も
こ
れ
を
運
動
再
興
の
契
機
に
し
た
い
と
い

う
。
そ
こ
で
会
場
も
大
き
な
ホ
ー
ル
に
変
更
し
た
。

数
回
の
実
行
委
員
会
の
他
に
事
前
の
催
し
と
し
て

訓
人
ほ
ど
が
集
ま
り
会
員
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

自
民
党
改
憲
案
批
判
の
学
習
会
も
行
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
藤
枝
市
議
全
員
に
参
加
要
請
状
を

筆者

塚
本
清

“
運
動
鰯
現
場
溌
嘗

静
岡
県
の
中
部
に
あ
る
藤
枝
、
焼
津
、
島
田
三
市

の
市
民
を
対
象
に
憲
法
講
演
会
を
始
め
て
必
年
目
に

な
る
。
憲
法
調
査
会
が
設
置
さ
れ
改
憲
の
動
き
が
具

体
化
し
た
２
０
０
０
年
か
ら
で
あ
る
。

＊
「
つ
ど
い
」
は
入
場
無
料

地
域
の
有
志
に
呼
び
掛
け
る
と
十
数
人
が
集
ま
り
、

「
志
太
・
憲
法
を
大
切
に
し
よ
う
会
」
を
発
足
さ
せ

た
。
「
志
太
」
は
三
市
の
地
域
名
で
あ
る
。
以
来
毎

年
憲
法
記
念
日
と
文
化
の
日
に
「
憲
法
に
学
ぶ
つ
ど

い
」
を
開
催
し
て
き
た
。
講
師
は
東
京
や
静
岡
市
の

憲
法
学
者
、
弁
護
士
、
新
聞
記
者
、
市
民
活
動
家
等

で
あ
る
が
、
在
日
コ
リ
ァ
ン
や
地
元
教
師
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
回
も
あ
っ
た
。
在
日
コ

リ
ア
ン
が
手
作
り
の
チ
ヂ
ミ
を
持
参
し
参
加
者
と
和

や
か
に
交
流
し
た
も
の
で
あ
る
。

識
憲
法
雲
を
始
め
て
側
年

一
つ
の
講
演
会
が
終
わ
る
ご
と

に
総
括
す
る
。
講
演
の
感
想
を
述

べ
合
い
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を

討
議
し
な
が
ら
次
回
の
講
演
テ
ー

マ
と
講
師
を
検
討
し
て
い
く
。
二

度
三
度
ど
繰
り
返
し
つ
つ
講
師
と

テ
ー
マ
が
決
ま
る
。
今
春
は
演
題

「
戦
争
に
つ
な
が
る
憲
法
改
悪
を
許

さ
な
い
」
、
憲
法
学
者
の
小
沢
隆
一

靴
ｎ
月
の
諦
演
会
１
迦
凋
２
日
雰
一
）
適
時
郡
分
が
ら
幸
…
》

塵
》
講
師
《
高
橋
哲
也
東
大
談
緩
伊
場
所
↑
枠
瀧
枝
箭
塗
涯
蕊
習
篭
シ

タ
ド
態
電
話
癖
０
５
４
１
６
饗
６
１
８
２
１
１
計
・
ず
癖
蕊
，

市民の意見Ｎｏ．１３９２０１３/８／１

送
っ
た
。
市
議
と
し
て
改
憲
に
対
し
て
自
己
の
考
え

を
磨
く
た
め
に
も
参
加
し
て
正
確
な
憲
法
情
報
を
得

て
ほ
し
い
と
い
う
文
面
を
添
え
た
。
当
日
は
無
所
属

議
員
３
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

＊
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い

一
週
間
前
に
は
会
場
周
辺
１
千
戸
へ
チ
ラ
シ
を
配

布
し
た
。
チ
ラ
シ
に
は
自
民
憲
法
草
案
へ
の
批
判
が

略
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
読
ん
で
も
ら
う
だ
け

で
も
意
味
は
あ
る
。
当
日
の
参
加
者
は
２
４
０
人
で

あ
っ
た
。
ホ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
予
想
以
上
で
あ
っ
た
。
同
時
に
別
室

で
写
真
パ
ネ
ル
展
示
会
を
開
い
た
。
沖
縄
タ
イ
ム
ズ

社
提
供
の
帥
枚
の
沖
縄
軍
用
機
墜
落
事
故
の
数
々
と

地
元
の
被
災
地
支
援
団
体
が
福
島
第
一
原
発
の
敷
地

直
近
を
視
察
し
た
時
の
写
真
帥
枚
で
あ
る
。
衝
撃
的

な
写
真
で
映
像
の
威
力
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
展
示

会
場
が
参
加
者
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
、
つ
ど
い
が

立
体
的
に
な
っ
た
。
課
題
は
参
加
者
の
固
定
化
傾
向

を
打
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
反
改
憲
活
動
は
地
域
に

お
け
る
市
民
の
文
化
活
動
で
も
あ
る
。
正
念
場
で
は

あ
る
が
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

最
近
は
駅
や
公
園
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め

て
い
る
。

（
つ
か
も
と
・
せ
い
い
ち
／
本
会
会
員
）

＊
「
志
太
・
憲
法
を
大
切
に
し
よ
み
会
」
の
連
絡
先

静
岡
県
藤
枝
市
皿
ｌ
Ⅳ
塚
本
清
一
方

電
話
０
５
４
１
６
３
５
１
８
２
９
６
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